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連
邦
議
会
、職
業
訓
練
に
関
す
る
企
業
課
徴
金
法
案
を
可
決 
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ド
イ
ツ
連
邦
議
会
は
五
月
七
日
、
連
立
与

党
（
社
会
民
主
党
＝
Ｓ
Ｐ
Ｄ
お
よ
び
緑
の
党
・

同
盟
90
）
の
賛
成
多
数
で
職
業
教
育
訓
練
保

障
法
案
を
可
決
し
た
。
同
法
案
に
よ
る
と
、

企
業
は
従
業
員
数
の
七
％
に
相
当
す
る
訓
練

生
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を

下
回
っ
た
場
合
は
課
徴
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
企
業
が
十
分
な
訓
練
ポ
ス
ト

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
の
「
デ
ュ
ア

ル
シ
ス
テ
ム
」
が
有
効
に
機
能
す
る
前
提
だ

が
、
最
近
は
提
供
数
が
低
下
す
る
傾
向
が
続

い
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
案
に
対
し
て

は
経
済
界
の
反
発
が
強
く
、
連
邦
参
議
院
で

の
法
案
成
立
見
送
り
や
、
労
使
等
関
係
者
に

よ
る
「
職
業
訓
練
協
定
」
締
結
の
必
要
性
な

ど
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
労
働
組
合

側
は
、
経
営
側
の
「
協
定
」
締
結
を
模
索
す

る
動
き
に
つ
い
て
反
発
し
、
今
回
の
法
案
を

支
持
し
て
い
る
。 

　
こ
の
法
案
に
よ
る
と
、
企
業
（
事
業
所
）

は
従
業
員
数
（
社
会
保
障
義
務
の
あ
る
者
を

対
象
）
の
七
％
に
相
当
す
る
訓
練
生
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
を
下
回
っ
た
場
合
、
下
回
っ

た
人
数
に
比
例
し
た
課
徴
金
支

払
い
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
課

徴
金
は
基
金
と
し
て
プ
ー
ル
さ

れ
、
訓
練
生
が
七
％
を
上
回
っ

た
事
業
所
に
対
し
て
は
、
そ
の

人
数
に
応
じ
て
、
一
人
当
た
り

七
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
上
限
と
す

る
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
る
。
産

業
別
協
約
な
ど
で
同
様
の
取
り

決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

法
律
に
よ
る
課
徴
金
の
義
務
は

免
除
さ
れ
る
。
従
業
員
一
〇
人

未
満
の
企
業
は
課
徴
金
の
対
象

と
な
ら
な
い
。
職
業
訓
練
ポ
ス

ト
創
出
の
目
標
は
、
毎
年
秋
の

時
点
で
、
訓
練
ポ
ス
ト
数
が
、

そ
れ
を
求
め
る
訓
練
対
象
者
数

を
全
体
で
一
五
％
以
上
上
回
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
法
案
の
連
邦
議
会
通
過
に
際
し
て
、
Ｃ
Ｄ

Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
・
社

会
同
盟
）
な
ど
野
党
は
同
法
を
「
官
僚
主
義

的
な
化
物
」
で
あ
る
と
し
、
新
た
に
職
業
訓

練
の
場
を
創
出
す
る
効
果
は
な
い
と
非
難
し

た
。
経
済
界
も
、
関
係
者
に
よ
る
「
職
業
訓

練
協
定
」
を
結
ぶ
用
意
が
あ
る
と
し
、
Ｂ
Ｄ

Ｉ
（
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
）、
Ｂ
Ｄ
Ａ
（
ド
イ
ツ

経
営
者
連
盟
）、
Ｄ
Ｉ
Ｈ
Ｋ（
ド
イ
ツ
商
工
会

議
所
）、
Ｚ
Ｄ
Ｈ（
ド
イ
ツ
手
工
業
会
議
所
）

の
ト
ッ
プ
は
共
同
で
、
「
法
律
が
現
実
に
施

行
に
移
さ
れ
る
な
ら
、
す
で
に
提
起
し
て
い

る
協
定
の
存
在
意
義
が
失
わ
れ
る
」
と
訴
え

て
、
連
邦
参
議
院
で
同
法
の
施
行
が
決
ま
る

前
に
協
定
を
結
ぶ
意
向
を
示
し
て
い
る
。 

　
連
邦
議
会
通
過
後
、
連
邦
参
議
院
（
各
州

政
府
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
）
に
送

ら
れ
る
こ
の
法
案
は
、
連
邦
議
会
と
の
両
院

協
議
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
成
立
の

た
め
に
連
邦
参
議
院
で
の
可
決
を
必
要
と
し

な
い
。
た
だ
し
、
同
院
で
三
分
の
二
以
上
の

反
対
が
あ
る
と
非
成
立
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

経
済
界
に
は
、
同
院
で
多
数
派
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・

Ｃ
Ｓ
Ｕ
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
州
代
表
の

同
調
を
期
待
す
る
声
も
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
政

権
を
も
つ
州
で
は
、
課
徴
金
の
徴
収
や
関
連

す
る
施
策
に
か
か
る
コ
ス
ト
負
担
や
、
州
内

の
経
営
者
団
体
と
の
あ
つ
れ
き
な
ど
を
回
避

し
た
い
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
か
ら
だ
。

公
務
関
連
の
職
場
に
お
け
る
職
業
訓
練
ポ
ス

ト
の
創
出
が
十
分
で
な
い
こ
と
も
背
景
に
あ

る
。
ま
た
、
東
西
地
域
、
あ
る
い
は
各
州
ご

と
に
職
業
訓
練
ポ
ス
ト
の
数
が
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
も
、
論
議
を
複
雑
に
し
て
い

る
。
中
央
の
政
権
内
で
も
、
Ｗ
・
ク
レ
メ
ン

ト
経
済
労
働
相
な
ど
は
、
賦
課
金
を
強
制
す

る
法
律
に
懐
疑
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。 

　
労
組
は
経
営
側
の
思
惑
に
対
し
て
反
発
し

て
い
る
。
金
属
産
業
労
組
の
Ｊ
・
ペ
ー
タ
ー

ス
委
員
長
は
、
経
営
側
が
提
起
す
る
「
職
業

訓
練
協
定
」
に
つ
い
て
、
独
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ

ラ
ッ
ト
紙
に
「
拘
束
力
の
な
い
シ
ョ
ー
の
よ

う
な
催
し
の
た
め
に
彼
ら
の
意
の
ま
ま
に
は

な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。
経
営
側
の
過
去
の

対
応
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
法

律
の
施
行
が
視
野
に
入
っ
た
段
階
で
「
彼
ら

は
再
び
内
容
の
な
い
約
束
で
も
っ
て
（
職
業

訓
練
ポ
ス
ト
の
創
出
の
）
裏
を
か
こ
う
と
し

て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
同
氏
は
労
組

側
の
意
向
と
し
て
、
成
立
し
た
法
律
を
ベ
ー

ス
に
し
て
「
各
労
組
が
労
働
協
約
に
お
い
て

対
応
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
説
明
す
る
。 

　
労
働
協
約
に
関
し
て
は
、
最
近
で
は
、
五

月
中
旬
に
妥
結
し
た
化
学
産
業
協
約
に
お
け

る
職
業
訓
練
ポ
ス
ト
創
出
の
取
り
決
め
が
注

目
さ
れ
た
。
化
学
労
使
は
来
年
ま
で
に
二
％
、

〇
三
年
か
ら
〇
七
年
ま
で
の
間
で
合
計
七
％
、

ポ
ス
ト
数
を
増
や
す
こ
と
で
合
意
し
た
。
Ｂ

Ｄ
Ａ
な
ど
経
営
側
に
も
、
こ
の
よ
う
な
形
の

解
決
策
を
評
価
す
る
声
が
あ
る
。 




